
交
野
山
と
戦
国
時
代

　

自
然
豊
か
な
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
交
野
山

は
、「
岩い

わ
く
ら
か
い
げ
ん
じ
あ
と

倉
開
元
寺
跡
」
と
い
う
巨
大
な
寺
院
遺
跡
で
も
あ
り
ま
す
。

山
頂
の
巨
石
は「
観
音
岩
」と
呼
ば
れ
、古
く
か
ら
人
々
の
信
仰
を
集

め
て
、こ
の
岩
を
中
心
に
交
野
山
一
帯
に
寺
院
が
築
か
れ
ま
し
た
。

交
野
戦
国
絵
巻

お
り
ひ
め
ち
ゃ
ん
が
行
く
！
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９
３
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８
１
１
１
）

八
の
巻

交野山の梵字

　交野山上には、見慣れ
ない記号が刻まれた岩が
いくつかあります。これは
インド起源の文字である
「梵字」です。梵字でさま
ざまな仏を表したものを
種
し ゅ じ

字といい、観音岩に刻
まれているのは「サ」とい
う「聖

しょうかんのん

観音」を表す種字で
す。

　

観
音
岩
ま
で
の
登
山
道
に
置

か
れ
た
石
仏
（
上
写
真
）
は
、
鎌

倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
も
の

で
、
寺
院
の
存
在
を
伝
え
て
い
ま

す
。現
在
は
、
石
仏
と
道
を
合
わ

せ
て
「
石
仏
の
道
」
と
し
て
市
指

定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
野
山
を
中
心
に
栄
え
た
岩

倉
開
元
寺
も
、
戦
国
時
代
に
な
る

と
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。元

亀
３
年
（
１
５
７
２
年
）
の
、
私

部
城
を
巡
る
織
田
信
長
軍
と
松

永
久
秀
軍
の
戦
い
で
は
、
津
田
か

ら
私
部
が
戦
場
と
な
っ
た
た
め
、

こ
の
時
に
焼
失
し
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。寺

跡
か
ら
は
、
室
町
時
代
の
塔
の
礎

石
や
多
量
の
瓦
、
鉄
の
矢
尻
な
ど

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
観
音
岩

に
は
梵ぼ

ん
じ字
が
刻
ま
れ
る
な
ど
、
無

事
に
復
興
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。岩
倉
開
元
寺
の

人
々
は
、
戦
乱
の
時
代
を
乗
り
越

え
、
た
く
ま
し
く
活
動
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。

観音岩に刻まれた梵字観音岩に刻まれた梵字 岩倉開元寺跡石碑岩倉開元寺跡石碑 石仏の道中にある石仏石仏の道中にある石仏

市指定文化財展
交野山～廃岩倉開元寺を探る～

と 　き　11月 5日（水）～ 27年
1月 18日（日）午前 10時～午
後 5時（入室は午後 4時 30 分
まで）※月・火曜日、祝日は休館
と ころ　教育文化会館（歴史民俗
資料展示室）
★ギャラリートーク（展示解説）★
と 　き　11月 12日（水）、12月
10日（水）午後 2時～
※各回 20分程度。申込不要。


